
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  薬師堂の本尊聖観音菩薩立像は、高さ７０．４㌢の一木造り、彫眼、素地 

仕上げで、簡素な技法の、室町時代頃の作と推定されます。 

  なお、薬師堂はもとは別な場所にあり、寛政年間（１７９０年頃）に、現 

在地に再建されたと伝わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

田村市指定有形文化財 
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